
令和5年第3回定例会の開催予定
※会議は、午前９時に開会する予定です。

 8月22日（火） 議会運営委員会
 29日（火） 本会議（開会・提案説明）
 30日（水） 本会議（総括質疑）、予算決算常任委員会（本会議終了後）
 9月6日（水） 本会議（一般質問）
 7日（木） 本会議（一般質問）
 8日（金） 本会議（一般質問）
 11日（月） 予算決算常任委員会企画総務分科会・企画総務常任委員会
 12日（火） 予算決算常任委員会民生教育分科会・民生教育常任委員会
 13日（水） 予算決算常任委員会都市環境分科会・都市環境常任委員会
 14日（木） 予算決算常任委員会企画総務分科会・企画総務常任委員会
 15日（金） 予算決算常任委員会民生教育分科会・民生教育常任委員会
 19日（火） 予算決算常任委員会都市環境分科会・都市環境常任委員会
 22日（金） 予算決算常任委員会
  基地政策特別委員会（予算決算常任委員会終了後）
 26日（火） 議会運営委員会
 27日（水） 議会運営委員会
 29日（金） 本会議（討論・採決・閉会）

令和5年（2023年）8月1日 第205号  （6）

に
し
て
は
な
ら
な
い
。
絵
に
描
い

た
餅
を
実
物
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
そ
れ
が
で
き
る
の
は
や
は

り
市
長
で
す
。
た
と
え
、
そ
こ
に

財
政
的
な
壁
、
問
題
、
課
題
が
あ 

っ
た
と
し
て
も
、
最
終
的
に
は
市

長
の
政
治
決
断
に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
、
市
長
か
ら
全
庁
的
な
取
組

に
向
け
て
各
部
局
に
指
示
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
強
く
望
む
も
の
で

す
が
、市
長
の
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長　

市
民
と
事
業
所
、
多
様

な
主
体
の
皆
様
と
共
に
、
ゼ
ロ
カ 

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け
た

取
組
を
力
強
く
推
進
す
る
上
で
も
、

ご
提
言
い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い

て
は
、し
っ
か
り
と
受
け
止
め
て
、

本
市
に
必
要
な
取
組
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
も
、
適
正
管
理
に
つ
い
て
周
知

し
て
い
ま
す
。

上
下
水
道
局
長　

公
共
下
水
道

の
未
接
続
家
屋
の
数
は
、
現
在
１ 

２
７
１
戸
で
す
。

【
再
質
問
】　

浄
化
槽
か
ら
公

共
下
水
道
に
替
え
る
場
合
、
多
額

の
出
費
を
伴
い
ま
す
が
、
補
助
制

度
に
つ
い
て
所
見
を
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
局
長　

公
共
下
水
道

処
理
区
域
に
な
り
３
年
以
内
に
接

続
等
の
改
造
及
び
工
事
を
行
う
場

合
は
、
助
成
金
及
び
資
金
貸
付
金

等
の
制
度
が
あ
り
、
私
道
に
共
同

排
水
設
備
を
設
置
す
る
場
合
は
、

助
成
金
を
交
付
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。
処
理
区
域
に
な
っ
て
か
ら

３
年
が
過
ぎ
た
場
合
の
制
度
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、今
後
検
討
し
ま
す
。

く
た
め
に
も
、
取
り
扱
う
食
材
に

応
じ
て
、
主
催
者
が
自
主
的
に
届

け
出
る
こ
と
や
助
言
を
い
た
だ
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま
す
。

万
一
、
食
中
毒
を
疑
う
事
例
が
発

生
し
た
際
に
は
、
速
や
か
に
最
寄

り
の
保
健
福
祉
事
務
所
に
連
絡
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
、

そ
の
よ
う
な
場
合
に
備
え
て
、
出

店
者
の
連
絡
先
や
提
供
す
る
メ
ニ 

ュ
ー
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
も
必

要
と
考
え
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

様
々
な
催
し
に
よ
っ
て
活
性
化
が

図
ら
れ
る
こ
と
は
大
変
望
ま
し
く
、

食
の
安
全
に
は
十
分
に
ご
留
意
い

た
だ
い
た
上
で
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る

多
く
の
催
し
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
す
。

の
格
納
が
必
要
な
自
主
防
災
組
織

に
は
、
そ
の
よ
う
な
利
用
も
可
能

と
す
る
選
択
が
で
き
る
柔
軟
な
対

応
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
、

見
解
を
伺
い
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

小
型
ポ
ン

プ
の
耐
用
年
数
経
過
に
伴
う
入
替

え
費
用
が
か
か
る
こ
と
や
、
自
主

防
災
組
織
の
活
動
に
は
地
域
特
性

が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
意
見
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

地
域
特
性
や
小
型
ポ
ン
プ
に
代
わ

る
防
災
資
機
材
の
導
入
の
検
討
も

踏
ま
え
て
、
小
型
ポ
ン
プ
格
納
庫

の
必
要
性
や
、
そ
の
利
用
方
法
に

つ
い
て
、
市
内
各
地
域
の
自
主
防

災
組
織
や
本
市
の
消
防
等
と
協
議

し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

１
水
源
と
第
２
水
源
は
環
境
省
の

暫
定
基
準
値
を
下
回
っ
て
い
る
と

は
い
え
、
20
～
40
ナ
ノ
グ
ラ
ム
が

検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
基
準

が
厳
し
く
な
れ
ば
、
こ
の
二
つ
の

水
源
も
取
水
で
き
ず
、
県
営
水
道

だ
け
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
活
性

炭
フ
ィ
ル
タ
ー
の
検
討
な
ど
、
飲

み
水
対
策
に
精
通
す
る
組
織
や
機

関
を
新
た
に
設
置
す
る
べ
き
と
考

え
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

上
下
水
道
局
長　

飲
み
水
対
策

に
つ
い
て
、
高
圧
膜
処
理
、
活
性

炭
及
び
イ
オ
ン
交
換
樹
脂
な
ど
が

あ
り
ま
す
が
、
確
立
し
た
も
の
で

は
な
く
、
水
道
水
質
基
準
の
改
定

が
示
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
精
通

す
る
よ
う
な
組
織
や
機
関
の
新
設

は
現
段
階
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

第
２
次
座
間
市
環
境
基
本
計
画

に
は
、
市
役
所
に
お
け
る
脱
炭
素

化
の
推
進
と
し
て
、
公
用
車
の
電

気
自
動
車
等
の
導
入
を
進
め
る
た

め
に
、
現
状
値
で
あ
る
２
０
２
１

年
度
の
４
台
を
２
０
３
０
年
度
に

は
90
台
に
す
る
こ
と
を
目
標
に

掲
げ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

し
て
90
台
に
増
や
し
て
い
く
の

か
伺
い
ま
す
。
当
局
で
は
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
や
導
入
方
針
策
定
の
必
要

性
を
認
識
し
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

ま
ず
は
公
用
車
の
適
正
配
置
や
更

新
計
画
を
策
定
す
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
基
に

し
た
全
庁
的
な
取
組
が
必
要
だ
と

提
言
し
ま
す
。
90
台
の
目
標
達

成
し
か
り
、
環
境
基
本
計
画
や
他

の
計
画
し
か
り
、
絵
に
描
い
た
餅

昭
和
48
年
、
本
市
の
市
街
化

区
域
で
は
、
公
共
下
水
道
の
建
設

が
始
ま
り
、
現
在
、
生
活
排
水
の

多
く
が
、
公
共
下
水
道
を
通
り
水

再
生
セ
ン
タ
ー
で
浄
化
さ
れ
、
海

に
放
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

生
活
排
水
を
宅
地
内
に
設
置
し
た

浄
化
槽
で
処
理
し
、
河
川
へ
放
流

す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
。
浄
化
槽

法
に
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
及

び
清
掃
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
保
守
点
検
等
の
指
導
方
法
及

び
市
内
で
公
共
汚
水
ま
す
を
設
置

し
て
い
な
が
ら
、
公
共
下
水
道
へ

接
続
し
て
い
な
い
世
帯
数
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

く
ら
し
安
全
部
長　

浄
化
槽
の

所
管
は
、
厚
木
保
健
福
祉
事
務
所

で
す
が
、
本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

こ
れ
ま
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か

ら
自
粛
し
て
い
た
、
夏
祭
り
や
盆

踊
り
大
会
な
ど
、
令
和
５
年
は
多

く
の
自
治
会
や
諸
団
体
で
開
催
を

計
画
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
県

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、
臨
時
出

店
・
模
擬
店
等
の
手
続
等
に
つ
い

て
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
保
健

福
祉
事
務
所
等
へ
の
届
出
や
相
談

す
る
こ
と
に
つ
い
て
本
市
の
見
解

を
伺
い
ま
す
。

健
康
部
長　

諸
団
体
が
行
う
お

祭
り
等
の
模
擬
店
出
店
に
つ
い
て

の
本
市
の
見
解
で
す
が
、
模
擬
店

の
出
店
に
関
し
て
は
保
健
福
祉
事

務
所
等
へ
の
届
出
が
必
要
な
い
も

の
の
、
適
切
な
衛
生
管
理
の
下
、

食
の
安
全
・
安
心
を
実
践
い
た
だ

自
主
防
災
組
織
の
小
型
ポ
ン
プ

格
納
庫
は
、
市
内
56
か
所
に
設

置
さ
れ
て
お
り
、
火
災
を
消
火
す

る
た
め
の
小
型
ポ
ン
プ
と
ホ
ー
ス

な
ど
が
収
納
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
小
型
ポ
ン
プ
は
、
１
台
約
48 

万
円
、
耐
用
年
数
に
伴
う
入
替
え

を
全
て
実
施
す
る
と
約
２
６
８
８ 

万
円
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
過

去
５
年
間
で
火
災
に
使
用
し
た
実

績
は
な
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
自

主
防
災
組
織
の
活
動
は
、
市
内
で

あ
っ
て
も
地
域
特
性
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
小
型
ポ
ン
プ
が
必
要
と

い
う
自
主
防
災
組
織
に
は
継
続
的

に
使
用
す
る
こ
と
を
制
限
せ
ず
、

小
型
ポ
ン
プ
以
外
で
、
例
え
ば
被

災
し
た
場
合
の
救
出
、
救
護
や
、

給
食
、
給
水
に
使
用
で
き
る
も
の

市
内
第
３
水
源
か
ら
暫
定
指
針

値
を
超
え
る
有
機
フ
ッ
素
化
合
物

が
検
出
さ
れ
、
取
水
を
一
時
的
に

取
り
や
め
、
宮
ヶ
瀬
ダ
ム
が
水
源

の
県
営
水
道
で
不
足
分
を
補
っ
て

い
ま
す
。
第
３
水
源
が
キ
ャ
ン
プ

座
間
か
ら
約
１
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ

よ
り
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
が
高
い
と
い
う
検

査
結
果
か
ら
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
を
含
む
泡

消
火
剤
が
汚
染
原
因
の
一
つ
と
考

え
ま
す
。
第
３
水
源
を
挟
ん
で
キ 

ャ
ン
プ
座
間
と
反
対
側
に
は
工
場

な
ど
が
あ
り
、
上
流
部
に
相
模
原

市
南
区
の
麻
溝
台
・
新
磯
野
の
再

開
発
地
帯
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

上
流
に
は
米
軍
相
模
総
合
補
給
廠

が
あ
り
、
汚
染
原
因
を
絞
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
市
の
第

　

請
願
・
陳
情
は
い
つ
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。提

出
さ
れ
た
請
願・陳
情
は
３

月
、６
月
、９
月
、12
月
の
年

４
回
開
催
さ
れ
る
定
例
会

に
お
い
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　

請
願・陳
情
の
記
入
例
は

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、提
出
の
際
に
ご
不

明
な
点
や
定
例
会
ご
と
の

締
切
日
は
、議
会
事
務
局
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
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請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

諸
団
体
が
行
う
お
祭
り
な
ど
の

模
擬
店
出
店
に
つ
い
て

京
免　

康
彦 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

公
用
車
の
電
気
自
動
車
更
新
事
業
で

な
す
べ
き
こ
と
を
求
め
る

沖
本　

浩
二 

議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

自
主
防
災
組
織
の
小
型
ポ
ン
プ
格
納
庫
の

設
置
に
つ
い
て

清
水　

剛 

議
員
《
自
民
党
・
い
さ
ま
》

有
機
フ
ッ
素
化
合
物（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ・Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）

汚
染
の
対
策
を

守
谷　

浩
一 

議
員
《
日
本
共
産
党
》

海
の
豊
か
さ
を
守
る
浄
化
槽
と

公
共
下
水
道
に
つ
い
て

松
橋　

淳
郎 

議
員
《
ざ
ま
大
志
会
》

次
の
陳
情
は
、
６
月
定
例
会
の

企
画
総
務
常
任
委
員
会
、
民
生
教

育
常
任
委
員
会
及
び
都
市
環
境
常

任
委
員
会
で
審
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
が
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
に
決

ま
り
ま
し
た
。

陳
情
第
50
号　

重
度
障
害
者

の
医
療
費
助
成
に
つ
い
て
の
陳
情

陳
情
第
52
号　

学
校
施
設
整

備
促
進
及
び
小
田
急
相
模
原
駅
前

歩
行
者
用
デ
ッ
キ
（
ペ
デ
ス
ト
リ

ア
ン
デ
ッ
キ
）
建
設
中
止
を
求
め

る
要
望
に
関
す
る
陳
情

陳
情
第
54
号　

小
学
校
給
食

の
無
償
化
と
温
か
い
中
学
校
給
食

の
実
施
を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
55
号　

国
に
対
し
、
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
）
の
延
期
、
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

を
求
め
る
陳
情

陳
情
第
56
号　

公
園
の
ト
イ

レ
照
明
に
つ
い
て
改
善
を
求
め
る

陳
情


